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（厚生労働省･高松市委託事業）

12月16日

12月24日

12月26日

金
11：00～12：00

　　「子ども食堂にかかわって」をテーマに

　　　　　　お話を聞き、フリートークします。　　　14：00～16：00

　香川みすゞさんの会
月

土 出産予定の方も育児体験においで下さい。
体験保育

10：00～12：00

柳田和代氏（スクールケースワーカー）に

園医師（小児科）にゆっくり相談できます。

　ので、親子でご来園下さい。

（但し、月・日曜・祭日は休み）

育児相談（月～土）9：00～18：00

しつけや子育てについての悩み、保育園生活

入園・見学についての相談もどうぞ。

・火～土の13時～16時までは、園内開放しています

あるく

体験保育

10：00～12：00

おはなしの会

10：00～12：00

健康育児相談

　おとなアート

14：00～16：00

〒 760-0044　香川県高松市御坊町2-2

高松保育園内地域子育て支援センター

TEL:087-821-9347   FAX:087-851-0857

http://oumanooyako.sakura.ne.jp/

～どなたでも～ 12月の主な活動 ～お気軽にどうぞ～

12月10日 土

土

金12月16日

12月10日

同じ年齢のクラスに入って

いっしょにあそびましよう。

「心あたたまる贈りもの」をテーマに大型絵本や

パネルシアターなど楽しいこといっぱいです。

自分だけのユニークなかぼちゃ(立体工作）を

作りましょう。小学生もどうぞおいで下さい。
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大切な「勿体ない」と思う心 

育英短期大学教授 佐藤 達全 
 
 
 

１．ワンガリ・マータイさんの活動 
 

 今年も日本人の研究者がノーベル賞を受賞したことが、ニュースで大き

く取り上げられました。私はノーベル賞の受賞者が発表される時期になる

と思い出す人がいます。その人はワンガリ・マータイさん（1940～2011） 

と言って、アフリカのケニアで環境副大臣を務めました。 

 アメリカやドイツに留学したマータイさんは、砂漠化が進んでいるアフ

リカに緑を増やそうと、荒れ地に気を植えるグリーンベルト運動を提唱し

て活動を展開しました。その活動が評価されて、2004 年にノーベル平和

賞を受賞したのです。 

 マータイさんは世界中に向かって３Ｒを呼びかけています。それは、

REDUCE（ゴミ減量）と REUSE（再使用）と RECYCLE（再利用）の

ことで、環境問題に取り組む際にゴミと資源に関する問題を解決するため

の３つのキーワードと言われています。 

 

２．「勿体ない」が読めますか 
 

ところで、あなたは「勿体」という漢字が読めるでしょうか。この言葉

は「もったい」と読んで、物のあるべき姿のことを意味しています。それ

に「ない」とつけることで、「あらゆるものの〈いのち〉や役割が生かさ

れない（無駄にされる）ことを嘆いたり惜しんだりすること」です。 

もともとは仏教の教えを説く時に使われていて、世の中にあるすべての

ことが単独では存在し得ないという「縁＝かかわりあい」を意味する言葉

でした。ですから、「勿体ない」という言葉は、自分が生きていることに

対して感謝し、自分以外の〈いのち〉も大切にする心を意味しています。 

 



ノーベル平和賞を受賞したマータイさんは、2005 年に来日した際に日本

には「勿体ない」という素晴らしい考えがあることを知ったのです。この

言葉に感動したマータイさんは、国連の「女性地位委員会」閣僚級会合で

「勿体ないという日本語を環境保護の合い言葉にしよう」と呼びかけて話

題になりました。 

 

３．「勿体ない」と言わなくなった理由 
 

 現在の日本では、「もったいない」という言葉があまり使われなくなり

ましたが、それは「日本は豊かな国になった」という幻想にとらわれてい

るからではないでしょうか。生活が豊かになって、欲しいものがいくらで

も手に入るため、いつの間にか感謝したり大事にしたりする気持ちが薄れ

てしまったのでしょう。 

 さらに、核家族化が進んで日常生活においてお年寄りとの関わりが薄く

なり、伝統的な文化や古くから伝えられてきた生活の智恵が伝えられなく

なったことも関係していると言われます。 

 今は着る人が少なくなりましたが、日本の「きもの」は代表的なリサイ

クル衣料のひとつです。「きもの」を縫っている糸を抜くと元の反物にも

どるので、それを仕立て直せば何回も着ることができます。「きもの」は

着る人の体型に関係なく仕立てるため、三代着続けることが当たり前だそ

うです。 

 

４．「勿体ない」を復活させましょう 
 

 豊かになったと言っても、地球の資源には限りがあります。また、先進

国を中心にして世界中で大量生産と大量消費を続けてきた結果、地球温暖

化や環境汚染の問題が深刻になっています。日本の天気がこれまでと大き

く変わってきたことにも、地球温暖化が関係していると言われます。 

 雨の降り方が変わってきました。狭い範囲で短時間で集中的に降るため 

 



に、崖崩れや川の氾濫などが発生して、全国で大きな被害が出ています。

台風の進路や風の強さも、これまでの観測データが参考にならないような

状況が多くなっているのではないでしょうか。 

 日本人は古くから「もの」にも〈いのち〉があると考えて感謝の気持ち

を忘れず、大切に使ってきました。その心が「勿体ない」という言葉を生

み出したのです。みんなで少しずつ３Ｒを実行して、この言葉を誰もが使

うような社会にしたいものです。 
 

（「仏教保育カリキュラム」2016 より） 

 

 

 

高松保育園周辺の地質の話 
 
 平成 28 年 6 月香川みすゞさんの会は岡山県真庭市から高野信男氏（40

年間地質調査に従事している方）をお招きして、高松市、特に高松保育園

周辺についての地質の話をお聞きしました。 

 西日本には中央構造線という第１級の巨大断層があります。中央構造線

は中部地方から紀伊半島を横断し、四国の吉野川北部から松山・佐多岬半

島北側を通り、九州の佐賀関から熊本、八代に抜ける巨大断層です。 

 高松保育園は吉野川北岸を東西に走る中央構造線から約 30 ㎞北に離れ

ています。高松市は中生代の花崗岩を基盤岩として、その上に１万年前以

降の未固結堆積物（砂、砂礫
さ れ き

（砂と小石）からなる土質）が 100～180ｍ

の厚さで堆積しています。14ｍの礫地盤は構造物基礎としては、十分信頼

しうる地盤でありますが、これらの未固結堆積物が１～２秒の振幅の揺れ

を強く増幅し、木造建屋に大きな被害をもたらしたとのことでした。 

 


